
3、アンケート時に出てきた声(一部) 
・今年も受診する事ができることを知らなかった。 
・幼稚園や保育園の掲示で検査のことを知っているが、子どもが対象年齢ではないので受けられない。 
・	 待ち時間がなくてよかった。 
・	 甲状腺を見ることのできる検査技師がいれば、もっと多くの医療機関で検査できる。（荒川区医師） 
・本来国がやるべきこと。国が責任を持ち、全員検査すべき。 
・助成金額については、今のままでもいい（少数・男性が多い）、できれば全額助成にしてもらいたい（主
に母親たち）。 
・今後も経過を継続してみていってほしい。 
・検査結果（画像など）を見ながら丁寧に説明してもらえると安心するので、そうしてほしい。 
・専門的なことがわからなくても、エコー写真など印刷したものをもらえるのは安心する。 
・学校などで集団検診を実施できれば一番良い。 
・ポスター、チラシを見ても何の検査かよくわからなかった。誰を対象にした何の目的の検査なのかわ
かりづらい。（病院でポスターを見た男性） 
 
4、市民の意見・要望の集約 
・検診のお知らせなどに、「継続して経過観察をしていくことが大切である」ことを伝え、昨年度受診さ
れた方も申請すれば今年度も受けられることを強調してください。また、継続的な検診が重要なことか
ら、検査結果の中の A1,A2 についても次年度の受診を呼びかけてください。 
・ポスター、チラシをもっとわかりやすくしてください。誰を対象とし、何の目的の検査なのかをわか
りやすく、ハッキリ書いてください。 
・複数人の子どもがいる家庭などでも検診を受けやすくなるよう、自己負担の軽減を図ってください。
できれば無料にしてください。 
・検査できる病院を増やして、自宅から受診しやすい医療機関でも実施してください。 
・広報や保健所だよりなどに、２次検診の結果がまとまり次第随時掲載してください。 
・昨年５月にシールアンケートを実施した時に比べ、柏市が助成金を出して検診をしていることを知っ
ている人は増えましたが、まだ半数以上（約７０％）が知らないと回答していました。「知っていたら受
けた」という方もいました。対象者へハガキなどで連絡する、また、学校や幼稚園・保育所などで保護
者へ手紙を配布するなどして、もっと多くの人に周知させてください。 
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環境とエネルギー・柏の会 
2016 年 11 月 23 日（水）に開催された「柏市民活動フェスタ 2016」において当会で行ったシールアン
ケートの結果と分析です。 
1、シールアンケート結果 

 
2、当日の様子 
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